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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

出展者アンケートや実行委員の意見により改善を重ねており、来場者数増加や、出展者満足度向
上につながっている。今後は、国外への発信についての更なる取組みを検討していく。引き続き、
中小企業の販路拡大支援の場として、国内外に区内企業をアピールし、集客向上に努める。

改善

手段の適切性 3 台東区の企業・地場産業を国内外に発信するための総合展として、地域産業関係者を含む実行委員会形式
で各者の意見を取り入れながら運営している。

目的達成度 3 販路拡大支援策としてマッチング商談会を実施する等、100件以上の商談を主催者側が創出する一方、一般
来場者数も増えており区内産業のPRという面でも成果を挙げている。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3
比較的安価なコストで参加でき、ビジネス来場者・一般来場者に加え、異業種の出展者とコンタクトの機会があ
るため、とくに総合展示会への出展経験の少ない中小企業のチャレンジやBtoBの取引に専ら携わる事業者が
消費者に接する機会となっている。

効率性 3 前年度から展示会場規模を拡大して実施したため決算額が増加しているが、出展者数、出展者満足度とも向
上しており、効率性は維持している。

　一般財源（区負担額） 38,363 34,196 28,322

課題及び
今後の進め方

出展者及び来場者に対するアンケートや、実行委員会の議論を参考に改善を重ね、出展者満足度向上といった成果
が出ている。一方、来場者の大半は日本企業及び日本人であり、国外への発信という面で、さらなる取り組みを検討し
ていく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 14,451

30,295 27,063 31,302

　総経費 38,363 34,196 42,773

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 8,025 7,123 11,461

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 43 10 10

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

出展者満足度 ％ 76.0 50.0 40.0 71.1

活動指標

-

H30年度

30,337 27,072

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

98 - -90 90 92

-

31,311

産業フェアの開催

事
務
事
業
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実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

出展企業数 社

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 153 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

ビジネス向けを基本としつつ一般消費者向けの企画も盛り込んだ台東区産業フェア2018を開催した。
　●日程：平成３０年１１月１日（木）、２日（金）
　●場所：都立産業貿易センター台東館６・７階、台東区民会館８階
　●実施内容：
　　　（１）展示商談会、（２）マッチング商談会、（３）伝統工芸実演・ワークショップ、（４）江戸創業事業所紹介

委託の有無 なし
委託内容 　

補助金の有無 都

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 台東区産業フェア
所
管

文化産業観光部

産業振興課

事業対象

事業目的 経営環境の改善や販路開拓などに取り組む意欲的な事業者を支援し、台東区ブランドを国内外に発信する。

 [施　　策] 34　企業の競争力強化と海外展開支援 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕
台東区産業フェア実行委員会設置要綱
台東区産業フェア実行委員会に対する補助金交付要綱

長期総合
計画体系

活力にあふれ多彩な魅力が輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 台東区内に事業所を有する中小企業及び中小企業団体

同上


